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２０１９年１０月３１日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ北労組 苗穂工場支部・３分会緊急職場集会 

10 月 18 日、組織拡大で勢い付くＪＲ北労組苗穂工場支部

および組立職場・部品職場・内燃機職場の３分会は、苗穂工

場内で合同緊急職場集会を開催し、総勢 46 名が参加した。７

月、８月にかけて、立て続けにＪＲ北海道苗穂工場で働く 10

代、20 代の青年５名がＪＲ北海道労組（北鉄労）を脱退し、

ＪＲ北労組に加入した。いずれも北鉄労に不信感を募らせた

中で、自由で民主的なＪＲ北労組・ＪＲ連合の存在を知り、

加入を決断した。 
 

「ＪＲ連合の活動はとても楽しい」 

「全国の仲間とふれあうことができる」 
 

集会には、支部・分会役員らをはじめ苗穂工場で働

く組合員のほとんどが出席し、また、ＪＲ北労組本部

から昆委員長と園木書記長が、ＪＲ連合から荻山会長

と中山組織部長が激励に駆け付けた。集会では、現状

認識について意見を出し合い、支部・３分会が一体と

なって、今後更なる組織拡大に邁進することを意思統

一することができ、活気ある職場集会となった。 
 

集会参加者からは、北鉄労の一部役員が、脱退してＪＲ北労組に加入した青年に対し

て、「もう敵だからな！」といった、威圧的な言動を行っているとの報告があった。 

新たに加入した若手組合員からは、ＪＲ連合の活動に初めて参加してみて、北海道だ

けでなく全国の仲間とふれあうことができ、とても楽しかった、といった感想も聞かれ

た。こうした経験を職場の仲間に広く展開し、その輪を大きくしていきたいといった意

見も出された。 
 

今こそ、北鉄労と決別し、 

 ＪＲ連合・ＪＲ北労組への結集を！ 

激励する荻山会長 


